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凡　例

　１．本書は市立大町山岳博物館において、平成23年10月29日（土）から12月18日（日）まで開催される

      企画展「くさばなの一生　湿原で見られる植物の生活史　～その営みとなぞにせまる！～」の展示

　　　解説書です。

　２．本書の執筆は有川美保子（山岳博物館友の会会員）、板橋和子（同会会員）、細川武子（同会会員）

　　　並びに宮澤陽美（同会会員）の観察結果をもとに千葉悟志（市立大町山岳博物館学芸員）が担当し

　　　ました。細密画は山田恭子氏（ボタニカルアーティスト）に、昆虫の同定は須賀丈氏（長野県環境

　　　保全研究所）並びに四方圭一郎氏（飯田市立美術博物館）に依頼しました。

　３．本書の植物の各部位の名称は、基本的には『図説 植物用語事典』（清水建美 著）並びに『日本根

　　　系植物図説』（清水建美・梅林正芳 著）に従いました。

  ４．企画展の企画は学芸員・千葉を中心に、館長・宮野典夫、副館長・清水博文、学芸員・清水隆寿、

　　　関悟志、専門員・小坂共栄、前副館長・降幡孝浩、元事務吏員・岩田直美、横川（平林）恵理子並

　　　びに柳澤昭夫前館長（故人）によります。

　５．本書には、日向梓さんが作製した「あずきフォント」を使用しています。





開催に寄せて

　　　　 宮澤　洋介（大町山岳博物館友の会会長）

　北アルプス山麓にはたくさんの湿原があります。湿原は雪どけ水や雨水の供給を

受けて、蒸発や浸透などの排水と微妙なバランスをとり、水と調和した特殊な環境

を形成しています。乾燥すると草原になってしまうし、また水がたまり過ぎると池

になってしまいます。森が突然開けて湿原特有の丈の低い植物群落が一面に広がる

独特の景観は、訪れる人々を開放的にするとともに、目はおのずから足元の植物に

そそがれます。そこには湿原の植物が水と融合した生活を送っています。水のほか

にも気候や地質などの自然環境も生態系の基本となっています。今見られる湿原の

生態系は長い年月をかけて出来上がり、この場所でなければ見られないものもあり

ます。企画展では山岳博物館から身近な唐花見湿原、居谷里湿原と白馬村の親海湿

原を例に、特徴的な植物の生活史が展示されています。

　近頃のはやり言葉でもある「生物多様性」、その危機と称し、現代は種の喪失が

著しく進行している時代でもあるといわれています。これは生物の適応能力（個体

の多様性）と著しい環境変化（人間による自然破壊を含めた）のせめぎあいであり、

適応できなければ生存できません。また環境の変化がなくても個体や種の間ですさ

まじい生存競争が行われています。その反面、限られた環境の中で巧みに仕組まれ

た相互依存などの不思議な生態系も形成されています。今回もしたたかに生きてい

るとしか思えないものも見られます。

　企画展"くさばなの一生"では、大町山岳博物館友の会会員による「大北地域の湿

地植物の生活史研究グループ」が今回の企画展開催の一翼を担いました。学芸員の

ご指導のもとで 3 年間にわたり植物の観察、記録を続けてきた成果です。友の会の

活動としての新しい一面の現れかと思います。この機会を与えていただいた博物館

にたいへん感謝申し上げます。これからも続けられることを願っています。

　大町山岳博物館や友の会では四季にわたって自然観察会を実施しています。参加

者から質問は「この花の名前は？」がほとんどです。名前を覚えるのが精一杯で他

のことには頭がまわらないか、できるだけたくさん名前を覚えようというのが実態

かと思います。少し角度を変えて植物の生活の不思議や自然の仕組みを学べば、物

語性のある内容が豊なものになると思います。そのほうが名前との関連性もついて

覚えられると思います。そして私たちはこれらの不思議や仕組みに対して日常の生

活の中でどのように向き合い、何を大切にしなければならないかを実践することも

大事なことかと思います。今回の企画展では湿原の植物のたくさんの不思議な生活

史が見られます。湿原を訪れたときはもとより、日頃の草花に対する接し方も変わ

り、観察がより楽しくなり、植物が身近なものになるものと思います。

6











寄　稿　　消えた湿原！？　-ガクモ原-

　あれは、1979年（昭和54）の晩春の頃のことでした。

　１台のブルドーザーが、ガクモ原に踏み込んでいきました。その瞬間、ガクモ原

は 4 千年にも及ぶ長い歴史に終止符を打ち、その姿をこの地から消してしまったの

です。

　連絡を受け急いで現場に行き、そこで私が目にしたものは、無残に破壊し尽くさ

れ、抉り取られた無残な姿でした。キャタピラの痕が、湿原特有の柔らかなピート

に生々しく残っていました。なぎ倒されたレンゲツツジやハイイヌツゲの折れた枝

や掘り返された根が累々と横たわっていました。その光景は、あたかも人間の内臓

破裂を彷彿とさせ、その非情さに、心臓が締めつけられる思いがしたことを今でも

はっきり憶えています。想えば、ガクモ原は受難の運命をたどり、薄幸な一生を終

えたのだという感傷が胸一杯に広がりました。夕暮れの原に、自失呆然として立っ

ていました。

　ガクモ原（標高 730ｍ）というのは、長野県の北部、白馬盆地南部の姫川源流の

上流域小姫川沿い広がっていた湿原です。かつては、南北 2.5 km、東西 0.8 kmの

広大な湿原で泥炭層も 7 ｍの厚さがあったといいます。

　ガクモとは、昔日、地元の人たちが、この湿原に生えていたツルコケモモをそう

呼んだことによります。この植物は、亜高山の湿原に自生するツツジ科の常緑小低

木です。氷河期の遺存種ともいわれ、7 月頃ミズゴケの中をはう 20 cm 余りの細い

蔓に 7 ㎜ぐらいの淡紅色の小花をつけます。秋には赤い実をつける可憐な花です。

「蔓」のような枝で、「苔」のような性質の植物で、「桃」のような実がなるとこ

ろからこう呼ぶのだそうです。明治生まれの古老は「子供の頃はガクモの赤い実を

採りにガクマラ湿原（ガクモ湿原）によくいったもんだ。湿原はヤチダモやハンノ

キの大木が生い茂り、昼間でも薄暗かった。ヨシキリが啼き、じくじくして、つも

りやすく気味悪いところであった」と言っていました。昭和初期になって、湿原内

に製材所が作られ、まず湿原のヤチダモの大木やハンノキが伐採されました。昭和

 10 年頃には、小姫川の河川改修で、湿原周辺の川の掘り下げが行われ、水田化工

事も進められました。その後 20 年代に入っても開発は進み、湿原を分断する道路

や排水工事などで湿原は 3 分の 1 程度の広さになってしまいました。戦中には、泥

炭からタドンを作るピート工場ができ、泥炭採掘が行われ、更には盆栽用のミズゴ

ケが採集されるなど、受難の歴史を積み重ねていったのです。

　私のガクモ原との出会いは、高校時代に1、2 度訪れたのが最初です。

　1971年（昭和46）に白馬中学校に赴任した私は、その年「郷土の自然を知ろう」

を旗印に自然部をつくりました。そして、最初のフィールドに選んだのが、ガクモ

　　　　　　　倉科　和夫　（元市立大町山岳博物館館長）
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原でした。8 人の部員たちと毎週土日、夏休み中はこの湿原に出かけて植生調査に

没頭しました。湿原の周りの 2 メートル余りに生い茂ったヨシ群落の中を潜り抜け

ると、内部は開けて明るく、緑鮮やかなオオミズゴケ、ハリミズゴケ等のミズゴケ

類で覆われる高層湿原が広がっていました。そのミズゴケの盛り上がった小さな丘

状の所（ドイツ語でブルデという）にツルコケモモや食虫植物のモウセンゴケ、ミ

カヅキグサなど北方系・寒地性の貴重種が見られました。また、沼状の常に湿潤な

場所には、カキツバタ、ミズオトギリ、ホタルイ、コイヌノヒゲ、ヒメシロネ等々、

泥炭採掘の跡の溝にはヒツジグサ、タヌキモ類が観察できました。木本では、イソ

ノキが赤い実をつけ、レンゲツツジやノリウツギの花が周辺部を彩るなど、まさに

湿原植物の宝庫でした。

　ガクモ原が受難の道を歩んで来たにもかかわらず、4 千年の歴史を秘め、清楚な

花々が、ひっそりと生き続けていることに生徒たちも感動しました。

　「自然部に入らなければ、単なる不毛の地という受け止めに終わっていただろう。

それが今調査に参加して初めて湿原の貴重さがわかった」と生徒の一人は述懐して

います。また、ある部員は湿原のオオミズゴケの形態について調べ、細長い茎に葉

がうろこ状に重なりあっているのでよく水を含むことができ、それが一個体ではな

く集合体として密生することにより、毛細管現象によって水を吸い上げることを見

つけました。「あ！わかった」は、やはり体験を通してのみ可能なのです。生徒が

沼に足を滑らし腰まで浸かって、肝を冷やしたり、研究成果が、県科学展で入選し

てみんなで大喜びしたり、ガクモ原での思い出は尽きることはありませんでした。

　1978年（昭和53）ごろ、その愛してやまないガクモ原が身売りされると聞いてび

っくりしました。村当局や有識者にも働きかけ八方手を尽くし保護を訴えたました

が、運動は徒労に終わってしまいました。生殺与奪の権を握られては何とも打つ手

がありませんでした。

　結局、「かつてここにガクモ原ありき」の標示板とその周りのごく限られた一隅

が残されました。これがその時出来た精一杯の後世への償いでした。

　先日そこを訪れると、客土によって固められ、雑草が生い茂る茫々漠々たる荒野

と化してしまったガクモ原が残されていました。標示板周辺はヨシが背丈ほどに茂

り、コガマやオオカサスゲが一部に残っていました。高さ 1 ｍに満たないカラコギ

カエデの幼木があちこちにあり、その周りをアキノウナギツカミやツリフネソウが

埋め尽くしていました。

　そこに立って、標示板に目をやりながら、今は幻と消えたガクモの赤い実に思い

を馳せました。
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る水は周囲を取巻く山腹に降った雨水が窪地へ滲出水となって集まり、湿原を形成

しています。湿原は戦時中に泥炭を採掘し、その跡が残されています。

　八坂村誌によれば、湿原はミズゴケ類や湿原植物の遺体が厚く堆積し、泥炭層の

厚さは 2.6 ｍで、Ｃ 測定（放射性炭素年代測定 ＝ Radiocarbon Dating）から、

8000年前より堆積が始まったとされています。

　1984年（昭和59）3 月 8 日に長野県自然環境保全地域に指定されましたが、現在

の湿原は滲出水の減少や低木の繁茂により乾燥化が進み、湿原形成に重要な役割を

果たしてきたイボミズゴケやムラサキミズゴケが極端に減少し、湿原の存続が危ぶ

まれる状況にあります。

親海湿原（白馬村）

　標高 750 ｍにあるこの湿原は、佐野坂丘陵

（仁科山地からの崩積土）の北、径約 300 ｍ

の窪地にあります。湿原は丘陵の南から東側

にかけて流出する湧水によって涵養されてい

ます。湧水口付近は水温が年間 8.5 ～ 9.5 ℃

（1972 － 1973年 調べ）と低く、水田耕作か

ら取り残され昔の植生が存続している部分と、

湧出口から離れ、水温が上昇した部分（ 90 ％）

は水田として利用されました。現在は僅かな

部分を残し水田は放棄され、かつての湿原へ

の復元途上にあります。

　1971年（昭和46）2 月 1 日に白馬村天然記念物に、同年 3 月 31 日に長野県自然環

境保全地域に指定されています。現在、湿原は白馬村の地元の人々が中心となり、

ヨシや低木の伐採が行われ、湿原存続のための活動が行われています。

２．成立の異なる湿原に生育する植物

　各湿原は様々な歴史を経て存続してきました。そのため、各湿原ではそれぞれに

特徴のある景観が広がっています。その景観を形成するのが、湿原に生育する植物

群です。3 つの湿原に生育する湿原植物は文献　　 や資料　　によると計 123 種で、

そのうち、居谷里では 105 種（以後「湿原」を略す）、親海では 91 種、唐花見では

76 種が見られます。この種数の違いは湿原の広さや湿原を形成する様々な環境が反

映されたことによるものです。

　湿原植物は、多湿な環境に適応して生育しています。多湿な環境といっても水中

から地下水位の低下した立地や、流水域から静水域、増水時には冠水する立地から

影響のない立地まで多様です。したがって、多様な環境が見られる湿原ほど湿原植

物が豊富というわけです。

　「居谷里・唐花見・親海湿原の植物」に、草原生の植物を含む 3 つの湿原に共通

する植物種を示します。共通種は 48 種で、林縁群落を構成する種も 12 種が共通し

や  さか そん  し

しんしゅつすい

さ   の   さか

に しな  さん  ち ほう せき  ど

かん よう

しょくせい

わず

でい たん

さん ぷく くぼ  ち

ぶん けん
1)、2)、7) 3)、4)

りん えん ぐん らく

19

図４　親海湿原
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　ともに高層湿原の隆起を形成するイボミズゴケやハリミズゴケが生育し、

　低湿地生のハリガネスゲやコイヌヒゲ、林縁種のミヤマウメモドキが生育。

居谷里と親海　　共通種：19種

シダ植物

　※サンショウモ

被子植物（草本）

　　ウメバチソウ　アカバナ　ドクゼリ　ミツガシワ　ヒメシロネ　サワオグルマ

　　サワヒヨドリ　オヒルムシロ　ザゼンソウ（アオザゼンソウ含む）

　　ホシザキイヌノヒゲ（ニッポンイヌノヒゲ）　ハリスゲ　サギスゲ　マコモ

　　ヒメミクリ　カキツバタ　ミズチドリ　トキソウ

被子植物（木本）

　　サワラ

　低湿生の構成種であるカキツバタ、サギスゲ、トキソウなどや、抽水植物の

　ミツガシワ、マコモ、ヒメミクリ、ドクゼリなどが生育。

唐花見・親海　共通種：２種

コケ植物

　　ウマスギゴケ

被子植物（草本）

　 カンガレイ

　乾燥化した立地に生育するウマスギゴケや、掘割、養魚池跡の人工の凹地に

　抽水植物のカンガレイが生育。

　つぎに、各湿地の固有種（ここでは、各湿原にのみ生育する種とする）を示し

ます。

各湿原にのみ生育する種（固有種）

居谷里：17種

コケ植物

 　ウロコミズゴケ

























































Life history of Tephroseris pierotii (Miq.) Holub

サワオグルマ（キク科）の生活史

　　日本では本州～琉球諸島の日当たりの良い山

　間の湿地に生える多回繁殖型の多年草です。　

　　開花は日中に生じ、頭花は外側から中心に向

　かって開花します。花粉は、昆虫により送受粉

　され、自らの花粉で結実することはありません

　（自家不和合性）。

　　種子散布は、風散布で、結実後、3 週間ほど

　ではじまり、発芽はその年の夏に生じます。

　湿地で見られる植物ですが、発芽様式から乾燥

　地と湿地の間を好む中間植物の性質を持ってい

　ることがわかります。

　　早いものでは、3 年目に開花に至ります。
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→

→

→

種子散布（初夏）

痩果（初夏）

幼植物（１年目の夏）

幼植物（２年目の夏）
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→
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Life history of Lythrum salicaria L.

エゾミソハギ（ミソハギ科）の生活史

　　日本では、北海道～九州の山野の湿地に生える

　多回繁殖型の多年草です。

　　開花は夏に生じ、辺りがまだ暗い午前からはじ

　まります。花は三異形ずい性の特徴を持ち、株に

　よって花が異なります。雌雄同熟で、花粉は多種

　類の昆虫によって送受粉されますが、中には自家

　受粉によって結実するものもあります。

　　果実は蒴果で、種子散布は、風散布です。秋に

　行わ、発芽は、つぎの年の晩春に生じます。

　　早いものでは、発芽した年（ 1 年目）に開花に

　至ります。

→

→

実生（１年目の初夏）

→

種子（秋）

→

→

蒴果（秋）

幼植物（１年目の夏）

→
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幼植物（１年目の晩夏）
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※１
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海
湿
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「
『
カ
ギ
は
頼
り
の
三
本
柱
』
な
ん
て

　
　
　
　
　
　
タ
イ
ト
ル
に
し
て
あ
る
け
れ
ど
、

　
　
　
　
　
　
私
の
湿
原
に
は
中
柱
花
と
長
柱
花
ば
か
り
で

　
　
　
　
　
　
短
花
柱
っ
て
ま
ず
見
当
た
ら
な
い
の
よ
ね
。
」

居
谷
里
湿
原
「
そ
う
そ
う
。
私
の
湿
原
な
ん
か
中
柱
花
し
か

　
　
　
　
　
　
な
い
の
よ
。
本
当
に
頼
り
に
な
る
の
か
し
ら
。
」

著
　
者
　
　
「
そ
う
な
の
よ
。
種
子
か
ら
育
て
て
み
て
も
、
短
柱
花

　
　
　
　
　
　
っ
て
め
っ
た
に
お
目
に
か
か
れ
な
く
て
、
開
花
し
た

　
　
　
　
　
　
株
を
調
べ
て
み
る
と
、
中
柱
花
が
一
番
多
か
っ
た
わ
。

　
　
　
　
　
　
ど
う
な
っ
ち
ゃ
っ
て
る
の
か
し
ら
ね
ー
。
」

中花柱型

長花柱型

三異形ずい性（三異形花柱性）

短花柱型
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見
た
目
が
悪
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わ
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な
い
だ
ろ
う
し
、
味
（
蜜
）
も
そ
れ
な
り
だ
と
思
う
ん
で
す
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で
も
ね
、
店
（
花
）
へ
の
お
客
（
昆
虫
）
の
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り
込
み

　
　
と
き
た
ら
さ
っ
ぱ
り
で
ね
ー
。

　
　
い
っ
そ
の
こ
と
家
族
経
営
（
自
家
受
粉
・
隣
花
受
粉
）

　
　
で
も
し
て
、
結
果
（
結
実
）
を
求
め
て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
。

　
　
で
、
家
族
経
営
す
る
か
、
し
な
い
か
（
著
者
も
）

　
　
悩
ん
で
い
る
ん
で
す
わ
。
」
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  　 　　　　　　　　くさばなの一生
　    湿原で見られる植物の生活史 ～ その営みとなぞにせまる! ～

執　　　筆　　千葉 悟志・有川 美保子

　　　　　　　　・相思相愛？　あなたあってのわたしです。（リュウキンカ）

　　　　　　　　・鬼はチョウが好き？（コオニユリ）

　　　　　　　千葉 悟志・板橋 和子

　　　　　　　　・水は大の苦手です。（サワオグルマ）

　　　　　　　　・ブラシ掛けのあとはタワシ掛け（サワギキョウ）

　　　　　　　千葉 悟志

　　　　　　　　・腐っているわけではございません。（クサレダマ）

　　　　　　　　・花でアピール、でも好感度はイマイチ？（アカバナ）

　　　　　　　千葉 悟志・細川 武子

　　　　　　　　・芭蕉？　バナナ？　孫悟空？（ミズバショウ）

　　　　　　　　・カギは頼りの三本柱（エゾミソハギ）

　　　　　　　千葉 悟志・宮澤 陽美

　　　　　　　　・いずれ菖蒲か杜若 - 美人薄命 -（カキツバタ）

　　　　　　　　・タイムショック！迫り来る時間のなかで（ミズオトギリ）
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